
身
に
着
け
る
た
め
の
読
書
、
旧
制
高
校
的
な
教
養
主

義
の
読
書
を
支
持
す
る
精
神
的
雰
囲
気
が
生
き
て
い

ま
し
た
。
自
己
の
人
格
の
完
成
、
陶
冶
の
た
め
の
読
書

が
学
生
達
に
よ
っ
て
真
剣
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

す
。 も

ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
に
由

来
す
る
教
養
主
義
の
精
神
を
肯
定
す
る
べ
き
か
ど
う

か
議
論
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
私
と
し
て
は
少

し
難
し
く
て
も
古
典
的
名
著
に
思
春
期
を
迎
え
る
子

供
達
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
将
来
の
自
分
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

例
え
ば
小
泉
信
三
は
『
読
書
論
』
の
中
で
次
の
よ
う

に
古
典
を
読
む
意
義
を
訴
え
て
い
ま
す
。
「…
…
…
す

ぐ
に
役
に
立
つ
本
は
す
ぐ
役
に
立
た
な
く
な
る
本
で

あ
る
と
い
え
る
。
人
を
限
界
広
き
思
想
の
山
頂
に
登

ら
し
め
、
精
神
を
飛
翔
せ
し
め
、
人
に
思
索
と
省
察

と
を
促
し
て
、
人
類
の
運
命
に
影
響
を
与
え
て
き
た

古
典
と
い
う
も
の
は
、
右
に
い
う
卑
近
の
意
味
で
は
、

寧
ろ
役
に
立
た
な
い
本
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
、
す

ぐ
に
は
役
に
立
た
な
い
本
に
よ
っ
て
、
今
日
ま
で
人
間

の
精
神
は
養
わ
れ
、
人
類
の
文
化
は
進
め
ら
れ
て
来

た
の
で
あ
る
。
」 

（『読
書
論
』
p.12
） 

ま
た
内
田
義
彦
は
『
読
書
と
社
会
科
学
』
の
中
で
、

「
情
報
と
し
て
読
む
」
と
「
古
典
と
し
て
読
む
」
を
区
別

し
て
「
古
典
と
し
て
読
む
」
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い

ま
す
。
「
古
典
と
し
て
読
む
」
こ
と
は
「
新
し
い
情
報
を

得
る
と
い
う
意
味
で
は
役
に
立
た
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
情
報
を
得
る
眼
の
構
造
を
変
え
、
情
報
の
受
け 

       
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 取

り
方
、
何
が
そ
も
そ
も
有
益
な
情
報
か
、
有
益

な
る
も
の
の
考
え
方
、
求
め
方
を
‐
生
き
方
を
も

含
め
て
‐
変
え
る
」
（
『
読
書
と
社
会
科
学
』

pp.12-

13
）の
で
あ
る
。 

 

な
る
ほ
ど
確
か
に
古
典
を
読
む
こ
と
の
大
切
さ

は
分
か
っ
た
。
だ
が
、
読
書
に
慣
れ
て
い
な
い
子
供

達
に
い
き
な
り
古
典
を
読
ま
せ
る
こ
と
は
難
し
す

ぎ
る
。
古
典
的
名
著
と
易
し
い
本
を
橋
渡
し
す
る

よ
う
な
本
を
読
む
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

そ
う
考
え
て
い
る
保
護
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。 

修
明
学
園
で
は
そ
の
よ
う
な
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
に
、
古
典
を
読
む
準
備
段
階
に
ふ
さ
わ

し
い
、
現
代
の
名
著
と
い
え
る
200
冊
の
本
を
A
～

F
ま
で
６
段
階
に
グ
レ
ー
ド
別
に
分
類
し
、
17
段

階
の
速
聴
読
音
声
を
通
じ
て
無
理
な
く
読
書
に

取
り
組
む
「
こ
と
ば
の
学
校
」
を
開
講
し
て
お
り
ま

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
と
も
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。  
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し
ゅ
う
め
い 

第５９号 

2017 vol.８ 

読
書
の
秋
に
こ
そ 

古
典
を
読
ん
で
み
よ
う 

 
上
谷 

修
一
郎 

 

「
灯
火
親
し
む
べ
し
」
と
い
う
言
葉
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

過
ご
し
や
す
く
読
書
に
適
し
た
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
最
近

皆
様
は
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

子
供
の
本
離
れ
と
い
う
話
を
耳
に
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
の
中
に
も
子
供
が
本
を
読
ま
な
い

こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
実
際
に
は
文
科
省
に
よ
る
「
朝
の
読
書
活
動
の

推
進
」
の
成
果
も
あ
っ
て
か
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
を
区
切
り
に

小
中
学
生
の
読
書
冊
数
は
現
在
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

た
だ
生
徒
に
直
接
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
本
を
読
む
こ
と

を
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
子
も
依
然
と
し
て
多

く
、
自
分
か
ら
は
本
を
読
ま
な
い
か
、
読
ん
だ
と
し
て
も
読
み

や
す
い
本
に
限
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
や
は
り
難
解

で
、
読
ん
で
も
何
の
役
に
立
つ
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
、
い
わ

ゆ
る
古
典
的
名
著
と
言
わ
れ
る
本
を
読
む
こ
と
は
敬
遠
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
そ
れ
は
時
代
の

趨
勢
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
し
ょ
う
。 

か
つ
て
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
は
日
本
で
も
「
い
か
に
生
き

る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
古
典
的
教
養
を

身
に
着 



読書から国語力を育てる！ 

2015 年度から開講、好評継続中♪  
           秋から 

始めよう！                
 
 
 
浅草橋教室                             

【日程】毎週月曜・火曜・水曜・土曜に開講            

高砂教室  

【日程】月曜日コース・水曜日コース 

 

【時間】曜日により異なりますので、お問合せください。 

【対象】年長児～小学生                        

【定員】各時間帯とも３名まで                  

【費用】受講料と教材費・システム管理料  

（各教室へお問合せ下さい）     

「
不
合
格
者
が
多
か
っ
た
順
」
に
、
人
気
校
ベ
ス
ト
10
を
ラ
ン
キ
ン
グ

で
取
り
上
げ
ま
す
（左
枠
資
料
参
照
）
。
昨
年
265
名
の
不
合
格
者
を

出
し
た
新
宿
高
校
は
、
今
年
320
名
も
の
不
合
格
者
を
出
し
て
、
ラ

ン
キ
ン
グ
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
都
立
入
試
の
場
合
、
今
年

あ
ま
り
に
倍
率
が
高
か
っ
た
学
校
は
敬
遠
さ
れ
て
、
翌
年
の
倍
率
が

落
ち
着
く
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。
倍
率
だ
け
で
志
望
校
選
び
を

し
な
い
で
、
第
一
志
望
を
あ
き
ら
め
ず
、
受
験
勉
強
に
集
中
し
ま
し
ょ
う
。 

 

二
つ
目
は
、
イ
ー
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
究
所
の
調
査
「
2020
年
の
教
育
改

革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
取
り
上
げ
ま
す
。
実
に
保
護

者
の
九
割
が
賛
成
と
回
答
し
、
多
く
の
親
が
教
育
改
革
を
前
向
き

に
捉
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
改
革
の
理
由
を
知
っ
て

い
る
親
が
七
割
と
関
心
の
高
さ
が
見
受
け
ら
れ
、
対
策
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
一
位 

「
英
語
・
英
会
話
ス
ク
ー
ル
」
、
二
位
「
学
習
塾
」
、
三
位
「
音
楽
系
」
、

四
位
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
で
す
。
さ
ら
に
、
今

後
取
り
組
み
た
い
も
の

の
一
位
は
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
」
で
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
必
修
化
や
小

三
か
ら
の
英
語
教
育
の

開
始
が
迫
り
、
早
期
の

準
備
を
進
め
る
親
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

は
確
実
で
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

【R
e
se

M
o
m

 

教
育
・
受

験

2017

年
９
月

29

日 

外
岡
紘
代 

氏
の
記
事
を

一
部
抜
粋
】
※
20

代
～

50

代
の
親

267

人
を

対
象
に
実
施
し
た
も
の
。

調
査
期
間
は
９
月
４
日

～

22

日
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 週１回の受講で、受験に必須の厳選された 200 冊の良書の中から、年間 20～40 冊の本を

読破できます。読む速度を段階的に高める「速聴読プログラム」と読書の前後に取り組む「読書

ワーク」で、効果的に語彙・表現力を強化します。また、年２回実施の「読書指数診断」で、 

国語力の伸長を測定します。 

修明学園グループお薦めの私立校（五十音順） 

国府台女子学院・香蘭女学校 
文化学園大学杉並中学高校 

中村中学高校・明星学園中学高校 
 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

1 

 

2 3 4 5 6 7     1 2 

 

3 4 

8 9 10 11 12 13 14  5 6 7 8 9 10 11 

15 16 17 18 19 20 21  12 13 

 

 

14 15 16 17 18 

22 23 24 25 26 27 28  19 20 21 22 

 

 

23 24 25 

29 30 31    

 

 

 

 

26 

 

 

 

27 28 

 

29 30   

【行事予定】 

■９月中旬～10 月上旬 ２学期中間テスト対策勉強会（中学生・高校生） 

■10 月 28 日(土曜) 平成 29 年度 準会場 第２回『漢字検定』実施 

■11 月 11 日(土曜) 平成 29 年度 準会場 第２回『数学検定』実施 

※次号『塾報しゅうめい』第６０号(2017.Vol９)は、11 月 10 日発行予定 

10月 11月 2017 修明塾 

2017 年度 都立高校入試の“人気校”ベスト 10 

【All About ビジネス・学習 2017年0９月24日 西村 創 氏による資料を一部抜粋】 

 

高倍率で不合格者数が多い順に 

             ランキング！ 

 

第 1位 新宿高校 (新宿区)【Vもぎ偏差値 63／換算内申 56】 

…都教委から「進学指導特別推進校」の指定を受け、土曜授業、週末課題、補習・講習

(1700 時間)、勉強合宿等を実施。国公立大合格者が 100 名を超え、早慶合格者も増加。 

第 2位 文京高校 (豊島区)【Vもぎ偏差値 57／換算内申 男子 48 女子 53】 

…都教委から「言語能力向上推進校」「部活動推進校」「スポーツ教育推進校」の指定。

授業後や部活後の生徒のために自主学習室を設置。 

第 3位 豊多摩高校 (杉並区)【Vもぎ偏差値 58／換算内申 男子 47 女子 52】 

…広大な校地を持ち、ラグビー部、サッカー部、放送部は全国大会出場経験がある。 

制服がなく、非常に自由な校風、スポーツが盛んなところから人気上昇中。 

第 4位 小岩高校 (江戸川区)【Vもぎ偏差値 46／換算内申 男子 41 女子 46】 

…国際教育にも注力し、英語教師の数が多く、海外修学旅行や海外交流などが積極的。 

第 5位 青山高校 (渋谷区)【Vもぎ偏差値 64／換算内申 男子 57 女子 60】 

…過去 2年連続で 1番人気だった都立高校。都教委から「進学指導重点校」「英語教育

推進校」の指定を受け、「国公立大学を目指す進学校」という教育方針による指導。 

第 6位 日比谷高校 (千代田区)【Vもぎ偏差値 67／換算内申 男子 59 女子 61】 

…都立では最も歴史の古い名門校にして最難関校。平成 28 年度は東大 53 名合格。 

都教委から「進学指導重点校」の指定を受け、2 学期制で 45 分授業の 1 日 7 時限制。 

第 7位 産業技術高専 (品川区・荒川区)【Vもぎ偏差値 52／換算内申 33】 

…ものづくり工学科に 8 つの特徴的な教育コースが設置され、キャンパスも２つあり、

国際化を推進し、ICT を積極的に活用するなど、学生の教育環境の改善に努めている。 

第 8位 三田高校 (港区)【Vもぎ偏差値 60／換算内申 男子 51 女子 56】 

…都教委から「進学指導推進校」「言語能力向上拠点校」「英語教育推進校」、韓国や台

湾の学校と連携する「姉妹校交流推進校」の指定を受け、国際理解教育を進めている。 

第 9位 江戸川高校（江戸川区）【Vもぎ偏差値 53／換算内申 男子 46 女子 51】 

…都教委から「進学指導推進校」の指定。大学への進学率は約 8 割、土曜日授業や補習、

特別講習・勉強合宿の実施など、学力向上に向けたさまざまな取り組みがある。 

第1 0位 駒場高校（目黒区）【Vもぎ偏差値 62／換算内申 男子 55 女子 59】 

…都教委から「進学指導特別推進校」「スポーツ教育推進校」の指定。共通問題入試を

採用している都立高校ではトップレベル、文武両道の難関校で、保健体育科も併設。 

今
、
注
目
！
の
教
育
関
連
記
事
ま
と
め 

 

柴
田  

圭 

公
立
中
学
生
の
二
学
期
中
間
テ
ス
ト
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
春
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
浅
草
橋
と
高
砂
の
両
教
室
の
自
習
室
利
用
も
積
極
的
に
な
さ

れ
、
塾
生
が
真
剣
に
勉
強
す
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

皆
さ
ん
、
満
足
の
い
く
結
果
を
出
せ
ま
し
た
か
。 

特
に
中
学
三
年
生
は
部
活
動
か
ら
解
放
さ
れ
、
夏
か
ら
本
格
的
な
受
験 

勉
強
を
始
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
入
試
に
最
重
要
な
二
学
期
の
内
申(

通 

知
表
の
５
段
階
成
績)

を
確
定
す
る
大
切
な
機
会
で
す
か
ら
、
自
覚
あ
る 

行
動
を
期
待
し
ま
す
。 

さ
て
今
回
は
、
最
近
の
教
育
記
事
か
ら
興
味
深
い
内
容
を
二
点
ご
紹
介

し
ま
す
。
一
つ
目
は
、
近
年
、
高
倍
率
化
が
定
着
し
て
い
る
都
立
高
入
試
で 

https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.shinjuku-h.metro.tokyo.jp%2Fsite%2Fzen%2F
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.bunkyo-h.metro.tokyo.jp%2F
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.toyotama-h.metro.tokyo.jp%2Fsite%2Fzen%2F
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.koiwa-h.metro.tokyo.jp%2Fsite%2Fzen%2F
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.aoyama-h.metro.tokyo.jp%2Findex.html
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.hibiya-h.metro.tokyo.jp%2F
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=https%3A%2F%2Fwww.metro-cit.ac.jp%2F
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.mita-h.metro.tokyo.jp%2Fsite%2Fzen%2Findex.html
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.edogawa-h.metro.tokyo.jp%2Fsite%2Fzen%2F
https://x.allabout.co.jp/rd/ur_301.php?v=r&p=m&aapage=https%3A%2F%2Fallabout.co.jp%2Fgm%2Fgc%2F468940%2F&gs=92&type=cc&id=468940&e_url=http%3A%2F%2Fwww.komaba-h.metro.tokyo.jp%2Fsite%2Fzen%2F

